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町民と議員との懇談会
 

　  

身
延
地
区

　
　
＊
と
　
き
　
平
成
30
年
11
月
10
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
午
後
７
時
30
分
か
ら
午
後
９
時
15
分

　
　
＊
会
　
場
　
身
延
地
区
公
民
館
豊
岡
分
館

　
　
＊
参
加
者
　
計
36
人

（
町
民
21
人
、
議
員
13
人
、
事
務
局
２
人
）

質

疑

応

答

提
言
・
意
見
・
要
望

　
　

本
町
の
身
体
障
害
者
雇
用
率
は
4.5
人
で
、

現
在
５
人
を
採
用
し
て
い
る
と
い
う
が
ど

う
な
の
か
。　
　
　
　
︵
豊
岡
地
区　

男
性
︶

　
　

総
務
課
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、町
長
部
局

は
５
人
採
用
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
　

西
嶋
の
ト
ン
ネ
ル
北
側
出
口
左
側
の
富

士
川
町
分
に
﹁
あ
け
ぼ
の
大
豆
の
町
﹂・﹁
和

紙
の
里
西
嶋
﹂
の
看
板
が
あ
る
。
甲
府
方

面
に
行
く
と
き
し
か
見
れ
な
い
の
で
、
位

置
的
に
お
か
し
い
で
は
な
い
か
。

︵
豊
岡
地
区　

男
性
︶

　
　

現
地
を
確
認
し
、
関
係
者
に
対
応
策
を

促
す
。

　

※
後
日
、
看
板
に
説
明
文
を
付
け
加
え
た
。

　
　

中
学
校
の
新
校
舎
建
設
関
係
予
算
は
概

算
で
35
億
円
と
高
額
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、

考
え
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

︵
身
延
地
区　

男
性
︶

　

•
身
延
中
は
、い
つ
か
は
建
て
直
す
時
が
く
る
。

時
期
に
つ
い
て
は
、議
員
そ
れ
ぞ
れ
意
見
が
あ

る
と
思
う
が
、合
併
特
例
債
が
活
用
で
き
る
期

間
の
ほ
う
が
負
の
遺
産
は
少
な
い
と
思
う
。

　

•
今
ま
で
学
校
が
無
く
な
っ
た
地
区
の
人

た
ち
の
苦
労
も
忘
れ
て
ほ
し
く
な
い
し
、

感
情
的
に
事
を
進
め
て
ほ
し
く
な
い
。

　

•
生
徒
の
減
少
を
考
え
れ
ば
慎
重
に
議
論

す
べ
き
だ
と
思
う
。

　
　
﹁
住
み
や
す
い
町
づ
く
り
﹂と
言
っ
て
い

る
が
、子
ど
も
が
病
気
に
な
っ
た
時
、飯
富

病
院
に
は
小
児
科
な
し
、身
延
山
病
院
は

火
・
木
曜
日
に
小
児
科
を
開
設
。緊
急
対
応

と
し
て
病
院
に
行
き
た
く
て
も
制
限
が
あ

り
、心
配
で
あ
り
、住
み
良
い
町
と
は
言
え

な
い
の
で
は
な
い
か
。︵
豊
岡
地
区　

男
性
︶

　
　

病
院
へ
要
望
は
し
て
い
る
が
、前
進
し
て

い
な
い
状
況
で
あ
る
。子
育
て
支
援
に
お
い

て
も﹁
小
児
科
﹂・﹁
産
婦
人
科
﹂の
必
要
性

は
高
い
の
で
、こ
れ
か
ら
も
開
設
の
方
向
で

提
言
し
て
い
く
。

◯
役
場
職
員
に
問
い
か
け
て
も
明
確
な
回
答

が
な
く
、
知
識
不
足
が
見
ら
れ
る
。
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
の
働
き
か
け
を
お
願
い
し
た
い
。

◯
質
疑
応
答
は
一
問
一
答
が
良
い
と
思
う
。　

◯
多
く
の
人
が
出
席
し
て
良
か
っ
た
。
時
間

設
定
を
２
時
間
は
必
要
で
は
な
い
か
。

◯
身
延
中
学
校
新
築
は
反
対
で
あ
る
。
将
来

の
町
財
政
に
と
っ
て
、
大
き
な
負
の
遺
産

に
な
る
と
考
え
る
。

◯
町
の
﹁
人
口
の
動
静
﹂
に
つ
い
て
真
剣
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

◯
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て
は
ス
タ
ー
ト
が

悪
か
っ
た
。
今
、﹁
そ
の
ツ
ケ
﹂
を
払
っ
て

い
る
と
感
じ
た
。

Q1Q3 Q2

Q4

A1A3 A2

A4
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質

疑

応

答

　
　

町
債
を
基
金
で
繰
り
上
げ
償
還
し
、
町

の
借
金
を
無
く
し
た
ら
ど
う
か
。

︵
久
那
土
地
区　

男
性
︶

　
　

一
般
家
庭
の
借
金
と
違
い
、
町
債
を
基

金
で
繰
り
上
げ
償
還
し
て
し
ま
う
と
、
町

で
は
色
々
な
事
業
が
出
来
な
く
な
っ
て
し

ま
う
。
町
債
を
発
行
し
、
起
債
に
よ
り
事

業
を
す
る
、
起
債
の
償
還
期
間
の
据
え
置

き
と
返
済
期
間
で
少
し
ず
つ
返
済
し
た
ほ

う
が
町
で
は
有
利
に
事
業
が
推
進
出
来
る
。

　
　

人
口
減
少
に
つ
い
て
、
議
会
は
町
の
政

策
に
対
し
議
論
を
し
て
い
る
の
か
。
学
校

を
卒
業
し
進
学
や
就
職
で
若
者
は
み
ん
な

出
て
行
っ
て
し
ま
う
。
Ｕ
タ
ー
ン
を
希
望

す
る
人
達
に
対
し
、
対
応
策
は
あ
る
の
か
。

︵
下
部
地
区　

男
性
︶

　
　

議
会
で
も
委
員
会
の
中
で
取
り
上
げ
、

町
当
局
に
糾
し
て
い
る
。
こ
の
現
状
を
打

破
す
る
為
に
町
で
は
色
々
な
事
業
を
考
え
、

ま
た
受
け
入
れ
態
勢
を
整
え
て
い
る
。

　
　

少
子
高
齢
化
で
生
活
基
盤
が
安
定
し
て

い
な
い
。
若
者
の
移
住
を
考
え
、
企
業
誘

致
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　
︵
身
延
地
区　

男
性
︶　　
　
　
　
　
　
　

　
　

生
活
の
基
盤
で
あ
る
生
活
道
路
の
整
備
、

国
道
52
号
の
渋
滞
の
緩
和
、
西
八
代
縦
貫

道
路
の
整
備
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
若

者
の
定
住
促
進
に
は
現
在
取
り
組
ん
で
い

る
。
下
山
工
業
団
地
に
企
業
誘
致
が
決
ま

っ
た
。
も
う
少
し
長
い
目
で
見
て
ほ
し
い
。

　
　

身
延
中
学
校
の
移
転
計
画
は
。

︵
下
部
地
区　

男
性
︶

　
　

教
育
委
員
会
と
町
は
、
35
年
度
に
は
新

校
舎
を
完
成
し
た
い
意
向
で
あ
る
。
移
転

場
所
は
下
山
小
学
校
南
側
を
予
定
し
て
お

り
、
今
か
ら
地
権
者
と
交
渉
し
、
場
所
を

最
終
決
定
す
る
計
画
で
あ
る
と
聞
い
て
い

る
。

　
　

親
か
ら
相
続
し
た
土
地
を
売
り
た
い
人

が
い
る
が
、
町
に
は
不
動
産
を
取
り
扱
う

所
が
な
い
。　
　
　
　
︵
下
部
地
区　

男
性
︶

　
　

農
業
委
員
会
や
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
が

あ
る
が
、
町
へ
意
見
と
し
て
伝
え
た
い
。

　
　

下
部
温
泉
会
館
の
建
て
替
え
進
捗
状
況

は
。　
　
　
　
　
　
　
︵
下
部
地
区　

男
性
︶

　
　

下
部
温
泉
会
館
在
り
方
検
討
委
員
会
で

は
話
し
合
い
の
段
階
で
あ
り
、
何
も
決
定

し
て
い
な
い
。

Q1Q3 Q2

Q4Q5Q6

A1A3 A2

A4A6 A5

　  

下
部
地
区

　
　
＊
と
　
き
　
平
成
30
年
11
月
15
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
午
後
２
時
か
ら
午
後
３
時
30
分

　
　
＊
会
　
場
　
下
部
温
泉
会
館

　
　
＊
参
加
者
　
計
26
人

（
町
民
10
人
、
議
員
14
人
、
事
務
局
２
人
）

　身近な議会と議会の活性化を図るため、議員が議会の運営状況や課題の
取り組み状況について報告し、町民の皆さまからの意見や要望を聴き、意
思の疎通を図ることを目的に実施しています。

懇談会の
目　　的
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  〇
人
口
減
少
に
よ
り
、
今
後
地
方
交
付
税
の

大
幅
な
増
額
は
見
込
め
な
い
た
め
、
役
場

組
織
内
へ
財
源
確
保
に
向
け
た
特
別
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
け
る
こ
と
を
提

言
す
る
。　
　
　
　
　
　
︵
曙
地
区　

男
性
︶

〇
現
代
工
芸
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た﹁
木
喰

展
﹂は
多
数
の
来
館
者
で
大
盛
況
で
あ
っ
た
。

展
覧
会
を
通
じ
て
身
延
町
が
全
国
へ
発
信

さ
れ
た
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　

旧
下
部
地
区
に
あ
る
微
笑
館
の
木
喰
仏
を

和
紙
の
里
へ
移
転
し
、
来
館
者
を
増
や
す

こ
と
を
考
え
て
ほ
し
い
。

︵
久
那
土
地
区　

男
性
︶

〇
美
術
館
の
運
営
に
つ
い
て
現
在
、
改
革
に

向
け
、
検
討
中
で
あ
る
と
聞
く
が
、
観
光

客
の
増
加
に
向
け
て
和
紙
の
里
へ
木
喰
仏

の
レ
プ
リ
カ
を
設
け
た
ら
ど
う
か
。

︵
久
那
土
地
区　

男
性
︶

○
職
員
の
専
門
性
︵
プ
ロ
意
識
︶
を
養
う
た
め

に
は
３
年
ご
と
の
人
事
異
動
で
は
短
す
ぎ

る
の
で
考
慮
す
べ
き
。︵
静
川
地
区　

男
性
︶

○
県
道
﹁
遅
沢
～
静
川
線
﹂
の
中
山
集
落
か

ら
富
士
見
山
林
道
へ
接
続
し
、
早
川
町
に

至
る
町
道
は
、
災
害
応
急
道
路
と
し
て
重

要
で
あ
る
た
め
、
県
道
へ
編
入
さ
れ
た
い
。

︵
曙
地
区　

男
性
︶

提
言
・
意
見
・
要
望

  

質

疑

応

答

		　

合
併
特
例
債
に
つ
い
て
、
期
限
が
延
長
さ

れ
た
と
聞
く
が
、
議
会
広
報
紙
の
内
容
で

は
確
認
で
き
な
い
。	︵
久
那
土
地
区　

男
性
︶

　
　

法
律
の
改
正
に
よ
り
、
合
併
特
例
債
の

発
行
可
能
期
限
が
、
5
年
間
延
長
さ
れ
、

36
年
度
ま
で
と
な
っ
た
。

　
　

	

29
年
度
決
算
の
う
ち
町
税
が
15
％
を
占

め
て
い
る
が
、
前
年
度
の
比
較
と
、
今
後

の
見
通
し
は
。　
　
　
　
︵
曙
地
区　

男
性
︶

　
　

町
税
の
う
ち
町
民
税
︵
個
人
町
民
税
︶

は
前
年
度
に
比
べ
て
５
０
０
万
円
余
り
の

減
で
あ
る
。
法
人
町
民
税
は
、
中
部
横
断

自
動
車
道
の
建
設
に
伴
う
事
業
と
、
Ｊ
Ｒ

東
海
の
業
績
の
影
響
で
１
３
０
０
万
円
余

り
増
額
と
な
っ
た
。
今
後
は
人
口
減
少
に

よ
り
町
税
の
大
幅
な
確
保
は
難
し
い
。
企

業
誘
致
な
ど
を
積
極
的
に
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
　

29
年
度
歳
入
の
う
ち
地
方
交
付
税
が
お

よ
そ
50
％
近
く
を
占
め
て
い
る
が
、
昨
年

度
と
の
比
較
は
。　
　
　
︵
曙
地
区　

男
性
︶

　
　

29
年
度
は
44
億
３
７
０
０
万
円
で
、
前

年
度
に
比
べ
て
１
億
８
６
０
０
万
円
相
当

の
減
で
あ
る
。

Q1Q3 Q2 A1A3 A2

　  

中
富
地
区

　
　
＊
と
　
き
　
平
成
30
年
11
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
午
後
７
時
30
分
か
ら
午
後
９
時
20
分

　
　
＊
会
　
場
　
曙
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
＊
参
加
者
　
計
25
人

（
町
民
10
人
、
議
員
13
人
、
事
務
局
２
人
）

地域住民の声を聞く

町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
意
見
・
要
望
等
を
頂
い
た

も
の
を
抜
粋
で
掲
載
し
ま
し
た
。
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木
喰
展
の
実
績
・
評
価
に
つ
い
て

来
館
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
97
％
か
ら
高
評
価
を
得
た

問　

７
月
か
ら
開
催
さ
れ
た
木
喰

展
の
実
績
及
び
そ
の
評
価
は

生
涯
学
習
課
長　

入
館
者
は
１
万

　

７
千
人︵
無
料
入
館
者
含
む
︶、入

館
料
収
入
は
１
０
４
４
万
円
。当

初
計
画
と
比
較
し
て
3.5
倍
の
大

幅
増
。マ
ス
コ
ミ
放
映
に
よ
る
話

題
性
も
高
く
予
想
を
超
え
る
入

館
者
が
あ
っ
た
。

問　

地
域
へ
の
直
接
的
、
間
接
的

な
波
及
効
果
は

生
涯
学
習
課
長　

和
紙
の
里
や

木
喰
の
里
微
笑
館
５
施
設
の

売
上
が
対
前
年
比
で
50
％
、

７
２
２
万
７
千
円
増
と
な
っ
た
。

観
光
事
業
者
か
ら
の
聞
き
取
り

で
、来
館
者
の
下
部
温
泉
郷
へ

の
宿
泊
や
身
延
山
参
拝
、土
産

品
、食
事
、交
通
へ
の
消
費
が
増

え
、経
済
効
果
が
あ
っ
た
。身
延

町
の
知
名
度
ア
ッ
プ
に
貢
献
。

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
も
、ま
た
身

延
町
に
来
た
い
と
い
う
感
想
を

い
た
だ
い
た
。

問　

イ
ベ
ン
ト
実
施
に
当
た
っ
て

地
域
の
人
た
ち
と
の
連
携
は

企
画
政
策
課
長　

町
民
の
皆
さ
ま

や
地
域
組
織
、行
政
な
ど
が
連

携
・
協
力
し
て
、課
題
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
事

な
こ
と
と
認
識
を
し
て
い
る
。

問　

地
域
の
人
た
ち
が
参
画
す
る

形
で
行
っ
た
事
業
は
あ
る
か

生
涯
学
習
課
長　

会
場
内
案
内
を

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
依
頼
。

古
関
観
音
太
鼓
保
存
会
は
木
喰

微
笑
仏
太
鼓
の
復
活
に
取
り
組

ん
だ
。
丸
畑
の
散
策
会
で
は
、

個
人
所
有
の
木
喰
仏
の
見
学
に

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

問　

こ
れ
を
機
に
、
町
へ
の
リ
ピ

ー
タ
ー
を
増
や
す
た
め
何
ら
か

の
事
業
を
考
え
て
い
る
か

生
涯
学
習
課
長　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
に
よ
り
子
安

観
音
菩
薩
像
が
再
現
さ
れ
、多

く
の
方
々
の
共
感
を
得
た
。全

国
各
地
に
は
、ほ
か
に
も
焼
失

し
て
し
ま
っ
た
仏
像
が
あ
り
、現

在
こ
の
再
現
を
検
討
し
て
い
る
。

外
国
人
観
光
客
へ
の
対
応
策

問　

多
言
語
化
に
対
応
し
た
統
一

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
制
作
・

発
信
が
必
要
だ
と
思
う
が

観
光
課
長　

デ
ザ
イ
ン
も
各
観
光

協
会
ご
と
に
特
色
が
あ
り
異
な

る
こ
と
か
ら
、統
一
化
は
現
在
の

と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。
た
だ

し
、情
報
の
発
信
や
更
新
は
定
期

的
に
行
な
う
よ
う
、指
導
す
る
。

関
係
質
問　
﹁
具
体
的
な
対
応
策
﹂

﹁
外
国
人
向
け
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア

ー
﹂﹁
観
光
関
連
団
体
の
統
合
﹂

未
利
用
公
共
施
設
の
利
活
用

問　

利
活
用
に
つ
い
て
町
の
基
本

的
な
考
え
方
は

財
政
課
長　

普
通
財
産
の
活
用
、

処
分
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
行

政
目
的
の
手
段
と
し
て
保
有

し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

か
、
ま
た
、
保
有
し
運
用
す
る

こ
と
が
公
益
上
、
適
当
で
あ
る

か
を
財
産
ご
と
に
確
認
し
、
解

体
処
分
等
を
含
め
、
そ
の
方
向

性
を
判
断
し
て
い
く
。

関
係
質
問　
﹁
普
通
財
産
﹂﹁
旧
中

富
中
無
断
改
造
﹂﹁
貸
し
出
し

財
産
の
点
検
﹂﹁
旧
大
須
成
小

建
物
へ
の
対
応
﹂

【
そ
の
他
の
質
問
】

•
公
共
施
設
を
核
と
し
た
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
と
地
域
ブ
ラ
ン
ド

イ
メ
ー
ジ
の
育
成
に
つ
い
て

問

答

ここが聞きたい！

一 般 質 問 伊藤達美 議員

木喰展の様子
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問　

中
部
横
断
道
、
町
内
３
カ
所

の
IC
付
近
へ
案
内
看
板
の
設
置

進
捗
状
況
と
、
施
設
整
備
計
画

は
企
画
政
策
課
長　

案
内
標
識
は
、

町
内
14
カ
所
に
設
置
し
た
。
現

時
点
で
は
、
IC
付
近
の
整
備
計

画
は
な
い
が
、
開
通
後
の
交
通

量
等
の
状
況
を
勘
案
す
る
中
で

検
討
す
る
。

問　

身
延
山
IC
入
口
に
は
、
身
延

竹
炭
企
業
組
合
が
あ
る
。
こ
の

地
域
を
開
発
し
、
町
内
の
特
産

品
・
農
産
物
直
売
所
を
つ
く
る

考
え
は
な
い
か

観
光
課
長　

施
設
整
備
は
、
用
地

の
取
得
、
管
理
な
ど
色
々
な
課

題
が
あ
る
が
、
調
査
研
究
し
て

行
き
た
い
。

問　

和
田
峠
の
旧
道
と
現
県
道
の

間
に
は
、急
峻
な
山
が
あ
る
。こ

れ
を
利
活
用
と
安
全
性
の
為
、

取
り
除
く
こ
と
は
出
来
な
い
か

建
設
課
長　

県
道
富
士
川
身
延
線

改
築
時
、
県
で
は
地
権
者
に
了

承
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
改
築

後
、
年
数
も
経
過
し
中
部
横
断

道
が
31
年
度
に
は
開
通
予
定
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
県
と

協
議
を
進
め
て
行
き
た
い
。

問　

中
部
横
断
道
、
双
葉
ジ
ャ

ン
ク
シ
ョ
ン
か
ら
清
水
ジ
ャ
ン

ク
シ
ョ
ン
迄
の
開
通
に
よ
り
関

東
・
東
海
方
面
か
ら
短
時
間
で

流
通
可
能
に
な
る
。
こ
れ
を
機

に
移
住
定
住
促
進
事
業
を
大
々

的
に
推
進
し
た
ら
ど
う
か

企
画
政
策
課
長　

移
住
定
住
促

進
の
Ｐ
Ｒ
活
動
と
し
て
、
田
舎

暮
ら
し
相
談
会
、
移
住
体
験
ツ

ア
ー
等
を
実
施
し
て
い
る
。
今

後
、
首
都
圏
は
も
ち
ろ
ん
だ
が

中
京
圏
へ
も
情
報
提
供
及
び
Ｐ

Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

木
喰
仏
の
展
示
場

問　

大
盛
況
だ
っ
た
木
喰
展
も

終
わ
り
、
こ
れ
ら
歴
史
的
文
化

遺
産
を
ど
の
よ
う
な
形
で
展
示

し
、
後
世
に
受
け
継
い
で
行
く

の
か

生
涯
学
習
課
長　

木
喰
の
仏
像
・

遺
品
の
数
々
は
全
国
に
誇
り
得

る
も
の
だ
と
再
確
認
し
た
。
生

誕
の
地
と
し
て
、
木
喰
の
心
を

適
切
に
継
承
し
所
蔵
者
と
協
議

を
重
ね
微
笑
館
の
今
後
を
検
討

し
た
い
。

下
部
温
泉
郷
看
板
周
辺
に

し
だ
れ
桜
の
植
栽

問　

観
光
立
町
を
目
指
す
町
は
、

下
部
温
泉
郷
の
再
興
は
大
変
重

要
で
あ
る
。
温
泉
観
光
協
会
、

温
泉
組
合
、
区
と
一
体
と
な
り
、

下
部
温
泉
駅
周
辺
に
、
四
季

折
々
の
花
、
し
だ
れ
桜
等
を
植

栽
し
、
景
観
を
良
く
し
て
温
泉

郷
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
っ

た
ら
ど
う
か

観
光
課
長　

し
だ
れ
桜
の
苗
木

は
、
各
区
へ
希
望
調
査
を
行
い

配
布
し
て
い
る
。
四
季
折
々
の

花
や
ツ
ツ
ジ
な
ど
紅
葉
に
映
え

る
低
木
等
の
配
布
は
今
後
検
討

し
た
い
。
た
だ
植
栽
と
管
理
は
、

区
や
下
部
観
光
協
会
で
行
っ
て

い
た
だ
き
、﹁
ま
ち
づ
く
り
推

進
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
﹂
を

活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

身
延
山
IC
供
用
開
始
に
対
し
整
備
計
画
は

交
通
量
を
勘
案
す
る
中
で
検
討

問

答

上田孝二 議員

一般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問

身延山インターチェンジ完成予想図
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問　

森
林
経
営
管
理
法
成
立
に
伴

い
、森
林
環
境
税
、森
林
環
境
譲

与
税
創
設
と
な
る
が
対
策
は

町
長　

31
年
4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
新
た
な
森
林
経
営
管
理
制

度
。
実
行
可
能
か
つ
戦
略
的
な

事
業
の
組
み
立
て
が
必
要
。
基

本
と
し
て
、
森
林
所
有
者
に
適

切
な
経
営
管
理
を
行
う
責
務
が

あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
上
で

意
向
調
査
を
行
う
。
林
業
経
営

に
適
し
た
森
林
は
森
林
経
営
者

に
経
営
管
理
を
委
託
す
る
。

　
　

適
さ
な
い
森
林
は
町
が
公
的

管
理
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
意

向
調
査
に
つ
い
て
は
、
災
害
防

止
の
観
点
か
ら
土
砂
災
害
等
、

発
生
リ
ス
ク
が
高
い
と
こ
ろ
か

ら
順
次
実
施
し
て
い
く
。

学
校
給
食
栄
養
報
告
書
の
活
用

問　

学
校
給
食
栄
養
報
告
書
の
内

容
は
各
教
員
、
保
護
者
へ
の
説

明
し
、
検
討
会
、
要
望
な
ど
の

意
見
交
換
が
あ
る
の
か

学
校
教
育
課
長　

結
果
を
も
と

に
学
校
給
食
合
同
会
議
に
お
い

て
、
教
員
及
び
関
係
職
員
で
意

見
交
換
を
行
い
、
学
校
給
食
の

充
実
に
役
立
て
て
い
る
。

問　

学
年
ご
と
に
種
ま
き
、育
苗
、

草
取
り
、
加
工
、
食
味
、
大
豆

の
成
分
、
ま
た
、
保
護
者
と
の

ア
イ
デ
ア
商
品
の
開
発
等
の
一

貫
教
育
を
行
う
こ
と
で
よ
り

奥
深
い
食
育
を
期
待
し
て
い
る

が
、
小
学
校
、
中
学
校
で
大
豆

の
取
り
組
み
方
は

学
校
教
育
課
長　

地
域
の
産
物
、

食
文
化
や
食
に
関
わ
る
歴
史
を

理
解
し
、
尊
重
す
る
心
を
育
む

こ
と
を
目
標
の
一
つ
に
掲
げ
て

い
る
。
町
か
ら
は
、
あ
け
ぼ
の

大
豆
を
町
内
の
小
中
学
校
及

び
保
育
園
に
一
人
当
た
り
百
グ

ラ
ム
を
無
償
提
供
し
て
も
ら
え

る
。
給
食
指
導
時
に
普
通
の
大

豆
と
の
大
き
さ
の
比
較
や
、
畑

の
様
子
の
写
真
を
見
な
が
ら
あ

け
ぼ
の
大
豆
に
つ
い
て
学
習
を

し
て
い
る
。

あ
け
ぼ
の
大
豆

問　

味
噌
加
工
室
を
設
置
し
、商

品
化
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を

産
業
課
長　

整
備
も
ほ
ぼ
完
成

し
、再
来
年
の
二
月
に
蔵
出
し

の
予
定
。味
噌
に
さ
ら
な
る
付

加
価
値
を
つ
け
る
こ
と
を
目
的

と
し
、あ
け
ぼ
の
大
豆
の
味
噌

漬
け
等
の
製
造
販
売
も
検
討
し

て
い
る
。

問　

あ
け
ぼ
の
大
豆
の
食
味
試
験

の
内
容
と
取
り
組
み
は

産
業
課
長　

他
産
地
の
枝
豆
と
の

違
い
を
確
認
し
た
。

　

一
、
あ
け
ぼ
の
大
豆
の
枝
豆
。

　

二
、
秋
田
県
産
の
枝
豆
。

　

三
、
群
馬
県
産
の
枝
豆
。

　

の
三
種
類
を
比
較
し
て
み
た
。

今
後
、
出
荷
基
準
の
検
討
や
収

穫
時
期
の
調
整
、
成
分
分
析
結

果
と
合
わ
せ
、
販
売
戦
略
が
Ｐ

Ｒ
の
要
素
と
し
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

【
提
案
】

•
原
料
原
産
地
表
示
義
務
化
を
考

慮
し
、
あ
け
ぼ
の
大
豆
味
噌
ほ

う
と
う
等
、
新
商
品
の
考
案
を

•
鳥
獣
被
害
対
策
と
し
て
、
電
気

柵
の
代
わ
り
に
世
界
一
辛
い
唐

辛
子
、
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ナ
リ
ー
パ

ー
の
植
栽
を

森
林
環
境
税
・
森
林
環
境
譲
与
税
創
設
の
対
策
を

実
行
可
能
か
つ
戦
略
的
な
事
業
の
組
み
立
て
が
必
要

問

答

一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問

伊藤雄波 議員

キャロライナリーパー（山梨市牧丘町）
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野島俊博 議員

一般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
最
適
化（
見
え
る
化
）で
自
治
体
経
営
を

無
駄
を
省
い
て
最
高
の
結
果
を
出
せ
る
よ
う
調
整

問　

こ
れ
か
ら
の
自
治
体
は
、﹁
経

営
の
発
想
﹂
を
取
り
入
れ
、
政

策
立
案
に
集
中
す
べ
き
。﹁
地

域
自
立
の
町
づ
く
り
﹂
を
目
指

す
た
め
の
施
策
は

企
画
政
策
課
長　

町
で
は
住
民
の

自
主
的
な
活
動
を
促
進
す
る
た

め
、
17
年
度
か
ら
身
延
町
ま
ち

づ
く
り
推
進
事
業
を
創
設
し
、

活
力
あ
る
住
み
よ
い
地
域
づ
く

り
に
資
す
る
諸
活
動
の
推
進
を

支
援
し
て
い
る
。
現
在
、
こ
れ

ま
で
の
支
援
制
度
の
拡
充
を
検

討
し
て
お
り
、
今
後
の
﹁
地
域

自
立
の
ま
ち
づ
く
り
﹂
に
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　

営
利
追
及
お
よ
び
社
会
貢
献

を
果
た
し
な
が
ら
、
従
業
員
及

び
そ
の
家
族
を
守
る
企
業
と
、

町
民
へ
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
提
供

に
よ
り
社
会
貢
献
を
果
た
す
自

治
体
で
は
、
組
織
目
的
が
異
な

る
た
め
相
容
れ
な
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る

が
、
組
織
の
性
格
は
異
な
っ
て

い
て
も
、
目
標
達
成
や
課
題
解

決
の
プ
ロ
セ
ス
は
共
通
す
る
部

分
が
多
い
と
思
う
が

総
務
課
長　

地
方
公
共
団
体
の
目

的
で
あ
る
﹁
住
民
の
福
祉
の
増

進
﹂
に
努
め
る
と
と
も
に
、
最

小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
あ

げ
る
こ
と
と
も
通
じ
る
点
は
多

い
と
思
う
。
こ
の
目
的
達
成
や

課
題
解
決
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い

て
、
町
で
は
人
事
評
価
を
行
政

評
価
と
連
動
さ
せ
て
お
り
、
有

効
性
の
高
い
事
業
は
よ
り
重
点

化
し
、
役
割
の
終
わ
っ
た
事
業

は
縮
小
を
図
る
な
ど
の
行
政
運

営
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

め
ざ
す
身
延
の
生
産
性
向
上

革
命

問　

生
産
性
向
上
と
い
う
と
、﹁
い

か
に
人
を
減
ら
し
て
効
率
化
を

図
る
か
﹂
と
い
う
視
点
ば
か
り

に
目
が
行
き
が
ち
。
生
産
性
向

上
で
も
っ
と
大
事
な
こ
と
は
、

職
員
一
人
ひ
と
り
が
大
き
な
仕

事
の
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
と
思
う

が
、
職
員
は
庁
内
に
閉
じ
こ
も

る
の
で
は
な
く
、
積
極
的
に
町

に
出
よ
、
に
つ
い
て
の
考
え
は

企
画
政
策
課
長　

職
員
は
地
域
と

の
関
わ
り
を
持
ち
、
一
町
民
と

し
て
地
域
に
貢
献
で
き
る
存
在

と
な
る
こ
と
を
意
識
し
、
地
域

活
動
に
参
画
し
て
い
る
。
そ
の

活
動
の
中
で
、
住
民
か
ら
の
声

を
聞
き
、
行
政
に
反
映
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
つ
い

て
は
、
関
係
所
管
と
協
議
・
調

整
し
対
応
し
て
い
る
。
今
後
も
、

積
極
的
に
社
会
・
地
域
と
関
わ

り
、
住
民
の
皆
さ
ま
と
の
交
流

を
図
り
、
そ
こ
に
新
た
な
知
見

を
得
て
課
題
を
発
見
し
、
課
題

解
決
に
努
め
る
。

町
民
視
点
の
町
づ
く
り

　

問　

本
町
を
町
民
満
足
、
行
政
の

生
産
性
向
上
、
手
段
の
最
適
化

を
基
本
姿
勢
と
し
た
目
的
志
向

型
の
行
政
経
営
を
進
め
、
自
治

体
経
営
日
本
一
を
目
指
す
た
め

に
、
町
民
視
点
に
立
っ
て
成
果

を
上
げ
て
い
く
た
め
の
施
策
は

総
務
課
長　

町
民
の
皆
さ
ま
が
何

を
求
め
て
い
る
の
か
、
ど
う
し

た
ら
町
民
の
皆
さ
ま
の
利
便
性

が
向
上
す
る
の
か
な
ど
、
常
に

町
民
視
点
に
立
っ
て
サ
ー
ビ
ス

レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ
、
よ
り
多

く
の
皆
さ
ま
に
満
足
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
念
頭
に
業
務
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

問

答
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問　

主
要
農
作
物
種
子
法
︵
種
子

法
︶
は
昭
和
27
年
に
制
定
さ
れ
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
米
国
を
加
盟
さ
せ
る

た
め
に
、
平
成
30
年
４
月
に
廃

止
さ
れ
た
。
あ
け
ぼ
の
大
豆
は
、

家
族
農
業
で
あ
り
、
伝
統
的
農

法
に
よ
っ
て
い
る
。﹁
あ
け
ぼ

の
大
豆
﹂
の
安
定
生
産
と
増
産

を
図
る
た
め
に
、
種
子
法
に
代

わ
る
条
例
を
作
る
こ
と
は

産
業
課
長　
﹁
あ
け
ぼ
の
大
豆
﹂

は
、
大
豆
振
興
協
議
会
が
優
良

種
子
の
安
定
生
産
に
向
け
た
支

援
・
調
査
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

問　

種
子
法
の
廃
止
に
対
し
て
、

滋
賀
県
や
北
海
道
で
は
、種
子

の
保
管
な
ど
を
継
続
す
る
方
針

を
打
ち
出
し
て
い
る
。﹁
あ
け
ぼ

の
﹂の
６
次
産
業
化
推
進
の
た

め
に
も
種
子
の
安
定
生
産
と
安

定
供
給
の
条
例
を
作
る
こ
と
は

産
業
課
長　

種
子
法
廃
止
後
は
、

山
梨
県
主
要
農
作
物
奨
励
品
種

規
定
に
基
づ
き
、
奨
励
品
種
の

生
産
安
定
の
た
め
の
従
来
通
り

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

問　

遺
伝
子
組
み
換
え
農
作
物
が

増
え
る
危
険
性
を
防
い
で
、行
く

こ
と
が
必
要
で
、な
ん
ら
か
の
規

制
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
が

産
業
課
長　
﹁
あ
け
ぼ
の
大
豆
﹂

に
つ
い
て
は
、
在
来
種
で
あ
り
、

種
子
法
廃
止
の
影
響
は
受
け
な

い
が
、
差
別
化
の
た
め
に
﹁
地

理
的
表
示
保
護
制
度
︵
Ｇ
Ｉ
︶﹂

に
よ
り
、
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め

て
い
く
予
定
。

高
齢
者
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

問　

懇
談
会
で
高
齢
者
に
タ
ブ
レ

ッ
ト
が
使
え
る
よ
う
な
環
境
づ

く
り
は
、と
い
う
質
問
が
出
た
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
利
用
し
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
通
販
が
で
き
れ
ば
、

買
い
物
弱
者
の
救
済
に
も
な
る

企
画
政
策
課
長　

ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
で
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
力
の
充
実

の
た
め
の
講
習
会
を
開
催
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、現
在
、業

者
と
日
程
調
整
を
し
て
い
る
。

問　

高
齢
者
世
帯
へ
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
貸
与
と
、
講
習
会
の
周
知
に

つ
い
て
は

企
画
政
策
課
長　

貸
与
に
つ
い
て

は
考
え
て
い
な
い
。
周
知
は
回

覧
で
行
う
予
定
で
あ
る
。

他
市
町
村
在
住
職
員

問　

29
年
度
の
決
算
で
は
、
人
件

費
と
町
税
は
ほ
ぼ
同
額
、
30
年

度
予
算
で
は
町
税
13
億
円
に
対

し
、
人
件
費
は
15
億
円
で
あ
る
。

町
長
は
、
税
金
を
本
町
に
納
め

て
い
る
の
か

総
務
課
長　

27
年
９
月
に
本
町
に

移
住
し
、
28
年
度
か
ら
は
本
町

に
住
民
税
を
納
め
て
い
る
。

問　

副
町
長
は
ど
う
か

総
務
課
長　

地
方
税
法
に
基
づ

き
、
住
所
地
の
甲
斐
市
に
納
税

し
て
い
る
。
た
だ
し
、
ふ
る
さ

と
納
税
で
本
町
に
寄
付
を
し
て

い
る
。

問　

現
在
、町
外
に
住
ん
で
役
場
に

通
勤
し
て
い
る
職
員
は
何
人
か

総
務
課
長　

現
在
29
人
お
り
、男

性
が
12
人
、女
性
は
17
人
で
あ

る
。結
婚
な
ど
の
事
情
に
よ
る

も
の
だ
が
、昨
年
度
か
ら
転
居

の
理
由
、期
間
な
ど
を
聞
き
、町

内
へ
の
居
住
を
促
し
て
い
る
。

種子法とは
主要農作物種子法が正式名称で戦後の農
地の荒廃の中で、米・麦・大豆の種子が採
取できないことから、国と都道府県が優良
種子を採取することを昭和27年５月に法
律で定めたものだったが、平成30年４月
に、ＴＰＰの締結に先立って廃止された。
日本人の主食の種子を守るための法律が
廃止されたことで、遺伝子組み換え種子等
が懸念。

一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問

種
子
法
廃
止
に
よ
る
農
業
へ
の
影
響
は

あ
け
ぼ
の
大
豆
へ
の
直
接
的
な
影
響
は
な
い

芦澤健拓 議員

問

答
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問　

街
灯
が
暗
く
て
、
中
学
生
の

帰
り
が
心
配
と
い
う
保
護
者
の

声
が
あ
っ
た
が

学
校
教
育
課
長　

指
摘
の
あ
っ
た

現
場
に
行
っ
た
が
街
灯
が
何
も

な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

問　

保
護
者
か
ら
の
暗
く
て
心
配

と
い
う
声
に
ど
う
答
え
る
の
か

学
校
教
育
課
長　

他
の
要
望
も
あ

り
す
べ
て
か
な
え
ら
れ
な
い
。

自
衛
手
段
で
小
さ
い
ラ
イ
ト
を

持
参
す
る
こ
と
な
ど
を
考
え
て

い
る
。

問　

台
風
の
後
通
学
路
で
電
線
の

上
に
倒
木
が
あ
っ
た
が
点
検
は

学
校
教
育
課
長　

学
校
や
所
管

課
で
気
が
つ
か
な
い
場
合
も
あ

る
。
悪
天
候
の
後
は
学
校
か
ら

児
童
生
徒
や
保
護
者
等
か
ら
も

情
報
収
集
を
す
る
よ
う
要
請
し

た
。

問　

吹
き
さ
ら
し
の
中
、
朝
早
く

子
ど
も
た
ち
が
ス
ク
ー
ル
バ
ス

を
待
っ
て
い
る
が
何
と
か
な
ら

な
い
か
と
い
う
声
が
あ
っ
た
が

学
校
教
育
課
長　

68
ヵ
所
の
乗
り

場
に
公
平
性
を
確
保
し
な
が
ら

バ
ス
シ
ェ
ル
タ
ー
を
設
置
す
る

の
は
現
実
的
に
無
理
で
あ
る
。

問　

バ
ス
停
の
あ
る
と
こ
ろ
な
ど

で
ま
ず
検
討
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か

町
長　

自
己
防
衛
と
い
う
意
味
で

も
寒
い
思
い
、
雨
が
降
っ
た
ら

傘
を
さ
し
て
身
を
守
る
事
も
大

事
。

問　

町
民
体
育
館
で
も
あ
る
身
延

中
学
校
の
体
育
館
の
ネ
ッ
ト
の

修
理
を
何
年
も
前
か
ら
頼
ん
で

い
る
が
い
ま
だ
に
直
っ
て
い
な

い
と
い
う
保
護
者
の
声
が
あ
っ

た
が

生
涯
学
習
課
長　

学
校
か
ら
30
年

３
月
に
ネ
ッ
ト
、
ラ
イ
ン
の
修

繕
の
要
望
が
出
て
い
る
。

問　

今
ま
で
生
徒
や
保
護
者
が
要

望
し
て
い
た
こ
と
が
行
政
に
届

い
て
い
な
い
こ
と
は
問
題
だ

町
長　

体
育
館
で
小
学
校
の
運

動
会
を
し
た
時
の
状
況
で
来
年

の
予
算
で
修
理
の
指
示
を
出
し

た
。

非
正
規
職
員
の
待
遇
改
善

問　

住
民
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
４
割

も
の
非
正
規
職
員
が
い
る
が
処

遇
改
善
と
雇
用
の
安
定
の
確
保

は
緊
急
の
課
題
。
こ
の
新
し
い

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
で
改

善
で
き
る
の
か

総
務
課
長　

山
梨
県
町
村
会
で
の

法
務
研
究
会
、
地
方
公
務
員
制

度
部
会
を
立
ち
上
げ
、
万
全
を

期
し
て
条
例
制
定
に
向
け
た
対

応
を
し
た
い
。

問　

今
ま
で
頑
張
っ
て
く
れ
た
非

正
規
職
員
の
処
遇
改
善
に
な
る

た
め
の
条
例
に
し
て
ほ
し
い

町
長　

そ
の
よ
う
に
努
め
る
。
な

お
、
自
治
体
経
営
を
任
さ
れ
て

い
る
立
場
か
ら
は
、
今
後
人
件

費
が
上
が
っ
て
い
く
の
が
課
題

で
も
あ
る
。

街
灯
が
暗
く
て
心
配
と
保
護
者
の
声
　

他
に
も
要
望
が
あ
り
す
べ
て
か
な
え
ら
れ
な
い

問

答

渡辺文子 議員

一般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問

通学路の倒木（旧大野トンネル西側）
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一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問

問　

中
高
一
貫
教
育
は
21
世
紀
を

展
望
し
、
中
央
教
育
審
議
会
第

二
次
答
申
に
お
い
て
心
身
の
成

長
や
変
化
の
著
し
い
時
期
に
中

等
教
育
に
お
い
て
一
人
ひ
と
り

の
能
力
や
適
性
に
応
じ
た
教
育

を
進
め
る
た
め
、
中
学
校
教
育

と
高
等
学
校
教
育
を
６
年
間
、

一
貫
し
て
行
う
教
育
で
あ
る
。

こ
の
中
高
一
貫
教
育
に
お
い
て

は
併
設
型
と
連
携
型
が
あ
り
、

31
年
４
月
に
身
延
高
校
は
連
携

型
で
ス
タ
ー
ト
す
る
。
こ
れ
ま

で
の
経
過
と
導
入
し
た
大
き
な

狙
い
は
何
か

教
育
長　

24
年
に
山
梨
県
高
等

学
校
審
議
会
か
ら
候
補
校
と
し

て
指
定
さ
れ
、
26
年
か
ら
４
年

に
わ
た
り
身
延
・
南
部
両
町
の

教
育
委
員
会
、
ま
た
、
県
の
教

育
委
員
会
で
協
議
を
重
ね
、
中

高
６
年
間
を
通
し
、
学
力
や
豊

か
な
人
間
性
を
育
み
、
地
域
と

協
働
し
て
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
進

め
、
次
代
を
担
う
人
材
を
育

成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。

問　

保
護
者
へ
の
説
明
及
び
意
向

調
査
に
つ
い
て

学
校
教
育
課
長　

連
携
型
中
高
一

貫
教
育
に
関
す
る
説
明
は
、
中

高
連
携
通
信
を
年
２
回
発
行

し
、
町
内
回
覧
及
び
保
護
者
へ

の
配
布
を
し
て
い
る
。

問　

同
じ
環
境
で
勉
強
で
き
る
メ

リ
ッ
ト
、
ま
た
、
逆
に
同
じ
環

境
で
飽
き
る
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
と
思
う
が

学
校
教
育
課
長　

中
学
校
で
補

完
的
な
も
の
を
高
校
の
先
生
に

教
え
て
も
ら
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、

一
貫
教
育
の
導
入
に
よ
り
教
員

の
準
備
や
相
互
調
整
に
負
担
が

増
え
る
。

自
然
環
境
監
視
員
制
度

問　

町
内
の
林
道
や
町
道
は
非
常

に
長
く
、
町
で
は
監
視
員
を
置

い
て
い
る
。
今
後
な
お
一
層
環

境
整
備
を
進
め
る
上
に
お
い
て

ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
く
か

環
境
上
下
水
道
課
長　

町
で
は
、

自
然
環
境
条
例
に
基
づ
き
、
毎

年
４
月
に
初
区
長
会
に
お
い
て

各
区
長
に
監
視
員
を
委
嘱
し
て

い
る
。

【
要
望
】

•
旧
中
富
町
に
お
い
て
、
要
所

に
不
法
投
棄
防
止
看
板
を
設
置

し
、
防
止
効
果
が
あ
っ
た
。
今

後
、町
で
防
止
看
板
等
に
よ
り
、

よ
り
よ
い
環
境
づ
く
り
に
努
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

中
高
一
貫
教
育
を
進
め
る
大
き
な
目
的
は

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
進
め
、
次
代
を
担
う
人
材
の
育
成
を

川口福三 議員

問

答

身延高等学校
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田中一泰 議員

一般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問

問　

中
学
建
設
予
定
地
は
決
ま
っ

た
か

学
校
教
育
課
長　

町
有
地
を
有

効
に
活
用
し
、
下
山
小
学
校
の

南
側
を
候
補
地
と
し
て
用
地
取

得
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
浸
水

想
定
区
域
と
指
定
さ
れ
て
い
る

が
学
校
教
育
課
長　

0.5
か
ら
３
メ
ー

ト
ル
未
満
の
区
域
と
な
っ
て
い

る
。
小
学
校
は
除
外
さ
れ
て
い

る
。
施
設
の
構
造
等
に
起
因
し

て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の

で
同
等
以
上
の
構
造
を
考
え
て

い
る
。

問　

建
設
費
、
27
億
７
４
６
０
万

円
と
い
う
予
算
も
増
加
す
る
の

か
学
校
教
育
課
長　

基
本
計
画
を
策

定
し
て
、
地
質
調
査
を
行
う
。

概
算
事
業
費
が
増
減
す
る
こ
と

は
考
え
ら
れ
る
。

問　

建
設
予
定
地
域
に
河
川
が
何

本
流
入
し
て
い
る
か

学
校
教
育
課
長　

一
級
河
川
が
４

本
。
準
用
河
川
が
３
本
。

問　

川
か
ら
の
水
は
そ
こ
に
溜
ま

る
、
土
砂
崩
れ
の
危
険
性
や
、

雨
の
災
害
も
あ
る
が

学
校
教
育
課
長　

新
規
に
樋
門
を

２
カ
所
設
置
し
、
洪
水
等
、
富

士
川
か
ら
の
逆
流
を
防
ぐ
計
画

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

問　

10
年
後
、
15
年
後
の
中
学
生

の
人
数
は
何
人
か

学
校
教
育
課
長　

２
０
２
９
年
度

は
１
３
７
人
、
２
０
３
５
年
度

は
96
人
と
想
定
。

問　

中
学
の
通
学
費
用
が
29
年
度

の
決
算
で
６
６
６
０
万
円
、
１

人
当
た
り
で
67
万
９
千
円
。
通

学
費
用
は
い
く
ら
と
予
想
さ
れ

る
か

学
校
教
育
課
長　

現
在
と
同
じ
運

行
方
法
の
場
合
は
、
全
８
路
線

で
約
１
億
円
と
い
う
試
算
額
に

な
っ
た
。

合
併
特
例
債

問　

合
併
特
例
債
の
今
後
の
発
行

可
能
額
は

財
政
課
長　

現
在
ま
で
の
発
行

額
は
59
億
６
千
万
円
、
今
後
の

発
行
可
能
額
は
約
42
億
６
千
万

円
。

問　

学
校
建
設
計
画
で
は
特
例
債

が
20
億
円
だ
が
、
特
例
債
を
増

額
す
れ
ば
最
終
的
な
町
負
担
額

が
減
ら
せ
る
と
思
う
が
、
そ
う

し
な
い
理
由
は

財
政
課
長　

学
校
建
設
だ
け
で
な

く
、
今
後
の
町
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
の
財
源
と
し
て
特
例

債
を
活
用
す
る
た
め
。

問　

返
済
額
が
多
く
な
る
一
方

で
、
一
般
財
源
の
地
方
交
付
税

が
減
少
す
る
対
策
は

財
政
課
長　

交
付
税
算
定
の
単
位

の
１
つ
の
人
口
減
少
で
、
交
付

税
総
額
が
減
少
し
て
い
く
。
収

入
見
込
み
を
見
誤
ら
な
い
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

み
の
ぶ
自
然
の
里

問　

み
の
ぶ
自
然
の
里
の
現
状
は

観
光
課
長　

11
月
末
ま
で
の
利
用

は
宿
泊
者
数
１
８
８
７
人
、
日

帰
り
客
６
３
１
人
、
テ
ン
ト
泊

１
７
０
人
、
合
計
２
６
８
８
人
。

中
学
校
建
設
予
定
地
は
決
ま
っ
た
か
　

下
山
小
学
校
の
南
側
を
予
定

問

答
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▼
議
案
第
69
号

地
域
情
報
通
信
施
設
条
例
及
び
地

域
情
報
通
信
施
設
整
備
基
金
条
例

を
廃
止
す
る
条
例

下
部
支
所
関
係

問　

生
活
保
護
世
帯
の
テ
レ
ビ
使

用
料
に
対
す
る
補
助
は

答　

条
例
廃
止
に
よ
り
使
用
料

が
発
生
す
る
。
該
当
者
に
は
職

員
が
出
向
き
丁
寧
に
説
明
を
す

る
。
保
護
費
の
上
乗
せ
は
な
い
。

問　

Ｓ
Ｃ
Ｔ
使
用
料
の
未
納
は
32

年
9
月
ま
で
に
解
決
で
き
る
か

答　

30
年
度
当
初
は
10
件
で
約

20
万
６
千
円
の
未
納
が
あ
っ

た
。
条
例
の
附
則
に
規
定
を
定

め
、
事
業
終
了
後
も
未
納
分
が

あ
れ
ば
徴
収
し
て
い
く
。

▼
議
案
第
72
号

一
般
会
計
補
正
予
算
８
号

企
画
政
策
課
関
係

問　

し
も
べ
荘
近
く
の
雨
河
内
泉

源
調
査
は
、同
じ
場
所
を
調
査

し
て
も
同
じ
結
果
が
出
る
の
で

は
答　

平
成
元
年
に
雨
河
内
泉
源

は
、
６
０
０
ｍ
掘
削
し
た
。
今

回
は
泉
源
機
能
を
調
査
す
る
も

の
で
、
孔
内
の
カ
メ
ラ
撮
影
、

管
の
状
況
を
確
認
し
、
揚
湯
試

験
を
行
う
。
既
存
の
井
戸
が
あ

る
場
合
は
、
半
径
10
ｍ
以
内
に

掘
削
す
る
こ
と
は
可
能
で
、
現

在
の
指
針
で
は
１
５
０
０
ｍ
ま

で
掘
削
で
き
、
一
般
的
に
深
く

掘
れ
ば
泉
温
は
上
昇
す
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
今
後
の
泉
源
の

可
能
性
を
探
る
調
査
で
あ
る
。

産
業
課
関
係

問　

農
林
水
産
業
費
あ
け
ぼ
の
大

豆
拠
点
施
設
売
上
の
内
容
と
実

施
主
体
は

答　

あ
け
ぼ
の
大
豆
加
工
品
で
、

直
営
で
あ
る
。

問　

あ
け
ぼ
の
大
豆
加
工
品
の
販

売
先
は

答　

Ｊ
Ａ
、セ
ル
バ
、オ
ギ
ノ
、イ

ベ
ン
ト
等
で
販
売
し
て
い
る
。

問　

あ
け
ぼ
の
大
豆
６
次
産
業
化

事
業
の
第
３
セ
ク
タ
ー
、
民
間

へ
の
委
託
は
考
え
て
い
る
か

答　

委
託
先
の
検
討
に
よ
り
準
備

を
進
め
て
い
る
。

問　

農
林
水
産
業
施
設
災
害
復
旧
事

業
の
復
旧
箇
所
と
そ
の
工
法
は

答　

平
須
地
内
、
み
の
ぶ
自
然
の

里
南
側
で
、
工
法
は
復
旧
延
長

13
ｍ
、
垂
直
壁
工
及
び
簡
易
法

枠
工
で
あ
る
。

建
設
課
関
係

問　

中
部
横
断
道
開
通
式
典
の
日

程
は
決
ま
っ
て
い
る
か

答　

30
年
度
末
の
開
通
予
定
だ

が
、
ま
だ
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。

問　

式
典
の
具
体
的
な
内
容
は

答　

全
線
開
通
イ
ベ
ン
ト
も
予
定

さ
れ
、今
回
の
部
分
開
通
に
お

い
て
は
横
断
道
路
上
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
等
を
実
施
予
定
で
あ
る
。

問　

除
雪
委
託
料
の
積
算
根
拠
に

つ
い
て

答　

過
去
３
年
間
の
業
務
委
託
の

平
均
値
に
業
者
数
を
か
け
た
も

の
で
あ
る
。
積
雪
量
に
よ
り
増

減
も
あ
る
が
約
41
万
円
×
24
社

で
９
８
４
万
円
、
現
有
予
算
を

含
め
た
９
５
０
万
円
の
予
算
計

上
で
あ
る
。

生
涯
学
習
課
関
係

問　

下
山
分
館
の
太
陽
光
発
電
で

得
ら
れ
た
電
力
は
売
電
か
そ
れ

と
も
蓄
電
し
て
い
る
の
か

答　

す
べ
て
売
電
さ
れ
て
お
り
蓄

電
さ
れ
て
い
な
い
。

▼
議
案
第
77
号

町
道
路
線
の
認
定
（
大
野
地
内
）

建
設
課
関
係

問　

幅
員
41
・
８
㎡
と
あ
る
が
ど

の
部
分
か

答　

新
し
い
道
路
と
現
道
を
結
ぶ

接
道
に
な
る
。
移
管
路
線
の
交

差
点
部
と
し
て
考
え
、一
体
的
に

町
の
管
理
が
最
善
と
判
断
し
た
。

請
願
審
査
報
告

▼
請
願
第
２
号

身
延
町
各
機
関
に
お
け
る
非
行
政

書
士
行
為
排
除
の
徹
底
を
求
め
る

請
願

審
査
の
結
果

願
意
は
妥
当
で
あ
り
採
択
と
し
た
。

総務産業建設常任委員会総務産業建設常任委員会総務産業建設常任委員会 委員長　上　田　孝　二

完成間近の中富インターチェンジ
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教育厚生常任委員会教育厚生常任委員会教育厚生常任委員会 委員長　野　島　俊　博

▼
議
案
第
67
号

水
道
の
布
設
工
事
監
督
及
び
水
道

技
術
管
理
者
の
資
格
等
の
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

環
境
上
下
水
道
課
関
係

問　

条
例
中
、
専
門
職
大
学
と
あ

る
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か

答　

改
正
学
校
教
育
法
の
成
立
に

伴
い
、
31
年
４
月
か
ら
開
設
さ

れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
職
業

大
学
で
あ
る
。

▼
議
案
第
68
号

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

子
育
て
支
援
課
関
係

問　

政
令
の
改
正
に
従
う
べ
き
基

準
に
該
当
す
る
条
例
改
正
と
い

う
説
明
で
あ
っ
た
が
、
26
年
の

制
定
時
に
も
そ
の
基
準
で
の
制

定
か

答　

従
う
べ
き
基
準
に
よ
り
制
定

し
た
。

問　

26
年
度
条
例
制
定
時
の
趣
旨

と
し
て
、﹁
こ
の
条
例
は
最
低

基
準
を
定
め
る
も
の
と
す
る
﹂

と
な
っ
て
お
り
、
町
は
﹁
最
低

基
準
を
常
に
向
上
さ
せ
る
よ
う

に
努
め
る
も
の
﹂
と
あ
る
が
、

条
例
改
正
案
で
は
、
向
上
ど
こ

ろ
か
﹁
５
年
勤
め
れ
ば
誰
で
も

良
い
﹂
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で

あ
り
、
こ
れ
で
は
最
低
基
準
を

下
げ
る
と
思
う
が

答　

学
歴
の
み
に
よ
ら
ず
、
実
務

を
経
験
し
て
い
た
だ
き
、
優
れ

た
人
材
と
認
め
ら
れ
、﹁
町
長

が
適
当
で
あ
る
と
判
断
﹂
す
れ

ば
、
有
益
な
人
材
を
広
く
登
用

で
き
る
と
思
う
。

問　

全
国
的
に
学
童
支
援
員
を
募

集
し
て
も
な
か
な
か
応
募
が
な

い
と
の
こ
と
も
あ
り
、
地
方
か

ら
の
要
望
に
対
し
﹁
国
が
緩
和

し
た
﹂
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ

の
よ
う
な
状
況
が
本
町
に
も
あ

る
の
か

答　

今
回
の
改
正
内
容
に
該
当
す

る
事
例
は
な
い
が
、
今
後
、
こ

の
よ
う
な
事
例
が
出
て
き
た
場

合
は
、
実
務
状
況
を
見
て
い
く

中
で
判
断
す
る
。

問　

現
在
の
支
援
員
と
補
助
員
の

賃
金
及
び
人
数
は

答　

支
援
員
の
賃
金
は
、
時
給

９
５
０
円
、
補
助
員
は
時
給

９
０
０
円
で
あ
る
。人
数
に
つ

い
て
は
、支
援
員
が
24
人
、補
助

員
５
人
の
合
計
29
人
で
あ
る
。

▼
議
案
第
73
号

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計補

正
予
算

町
民
課
関
係

問　

財
政
調
整
基
金
の
累
計
は

答　

現
時
点
で
６
千
万
円
の
基
金

残
高
と
な
っ
て
お
り
、
今
回
の

補
正
で
１
億
１
千
万
円
に
３
万

　

１
５
０
０
円
の
利
子
を
あ
わ
せ

て
、１
億
7
０
０
３
万
１
５
０
０

　

円
と
な
る
。

問　

療
養
給
付
費
は
交
付
金
で
受

け
入
れ
、
諸
支
出
金
で
返
還
し

精
算
し
て
い
る
が
、
30
年
度
の

療
養
補
正
は
こ
れ
で
確
定
か

答　

こ
れ
で
確
定
で
あ
る
。

▼
議
案
第
74
号

簡
易
水
道
事
業
特
別
関
係補

正
予
算

環
境
上
下
水
道
課
関
係
　

問　

繰
越
明
許
費
に
つ
い
て
事
前

調
整
が
で
き
な
か
っ
た
の
か

答　

住
民
の
要
望
に
よ
る
工
事
施

行
時
間
の
調
整
や
、
う
回
路
の

確
保
、
中
部
横
断
自
動
車
道
建

設
工
事
の
工
期
調
整
等
、
事
前

に
想
定
及
び
協
議
す
る
こ
と
が

困
難
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
繰

越
明
許
で
あ
る
。
今
後
は
、
関

係
課
と
密
に
事
前
調
整
を
お
こ

な
っ
て
行
き
た
い
。

▼
議
案
第
75
号

農
業
集
落
排
水
事
業
等

特
別
会
計
補
正
予
算

問　

修
繕
費
の
内
容
は

答　

浄
化
槽
の
付
属
設
備
で
あ
る

﹁
曝
気
ブ
ロ
ア
ー
﹂
の
取
替
で

あ
る
。

▼
議
案
第
76
号

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

問　

修
繕
費
の
内
容
は

答　

処
理
場
設
備
の
揚
砂
施
設
ポ

ン
プ
の
取
替
と
国
道
52
号
、
手

打
沢
地
内
の
マ
ン
ホ
ー
ル
周
辺

の
路
面
補
修
で
あ
る
。
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◉
質
疑

議
案
第
78
号

•
職
員
給
与
条
例
の
一
部
改
正

望
月
議
員

　
　

人
事
院
勧
告
や
県
の
人
事
委

員
会
の
勧
告
に
基
づ
い
て
の
給

与
改
定
だ
が
、
本
町
の
給
与
水

準
、
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は
。

総
務
課
長

　
　

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は
国
家

公
務
員
と
の
比
較
で
地
方
公
務

員
の
給
与
水
準
を
表
す
指
数

で
、
国
家
公
務
員
を
１
０
０
と

し
て
算
出
す
る
も
の
だ
が
、
29

年
４
月
の
山
梨
県
の
市
町
村
平

均
は
97
・
５
で
身
延
町
は
94
・

５
で
あ
る
。

芦
澤
議
員

　
　

民
間
事
業
者
と
の
格
差
是
正

も
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
ど

の
程
度
の
従
業
者
の
給
与
を
考

慮
し
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長

　
　

山
梨
県
人
事
委
員
会
で
は
、

50
人
以
上
の
企
業
を
も
と
に
算

定
し
て
い
る
。

◉
討
論

議
案
第
68
号

▼ 

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
等

の
条
例
の
一
部
改
正

反
対　

渡
辺
議
員

　
　

条
例
の
中
に
、
町
は
最
低
基

準
を
常
に
向
上
さ
せ
る
よ
う
に

努
め
る
も
の
と
す
る
と
規
定
さ

れ
て
い
る
が
、
今
回
の
改
正
は
、

こ
の
基
準
を
下
げ
る
も
の
な
の

で
反
対
。

賛
成　

伊
藤
（
達
）
議
員

　
　

国
の
省
令
改
正
に
準
じ
て
改

正
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中

身
を
吟
味
し
て
も
特
に
問
題
点

は
見
ら
れ
な
い
の
で
賛
成
。

議
案
第
72
号

▼
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

反
対　

福
與
議
員

　
　

教
育
費
の
委
託
料
５
３
４
万

　

６
千
円
は
新
中
学
校
建
設
に

関
わ
る
予
算
な
の
で
反
対
す

る
。
年
々
児
童
生
徒
が
減
少
す

る
中
で
、
直
ち
の
新
校
舎
建
設

は
最
大
規
模
の
建
設
と
な
る
の

で
、
適
正
規
模
の
校
舎
建
設
は
、

生
徒
減
少
の
流
れ
で
判
断
す
る

こ
と
は
非
常
に
難
し
い
こ
と
だ

が
、
た
だ
、
言
え
る
こ
と
は
今

で
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ゆ
え
に
、
直
ち
の
学
校
建
設
は

時
期
尚
早
で
あ
り
反
対
。

賛
成　

赤
池
議
員

　
　

新
中
学
校
を
町
の
中
央
付
近

に
建
設
す
る
よ
う
に
求
め
る
意

見
書
が
26
年
９
月
議
会
で
採
択

さ
れ
、
建
設
検
討
委
員
会
の
答

申
も
あ
り
、
こ
れ
ら
を
受
け
学

校
施
設
総
合
整
備
計
画
を
作
成

し
、
検
討
さ
れ
た
結
果
、
町
は

有
利
な
合
併
特
例
債
が
利
用
で

き
る
35
年
度
ま
で
に
建
設
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
特
に
町
北
部

の
保
護
者
・
生
徒
も
望
ん
で
い

る
こ
と
も
ふ
ま
え
、
中
央
へ
建

設
す
る
た
め
の
関
係
予
算
な
の

で
賛
成
。

反
対　

田
中
議
員

　
　

計
画
さ
れ
て
い
る
建
設
予
定

地
は
浸
水
想
定
区
域
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、
安
全
・
安
心
で
あ

る
と
は
言
え
な
い
。
ま
た
、
少

子
化
が
進
む
中
、
今
の
時
点
で

建
設
す
る
と
過
大
な
投
資
に
な

る
可
能
性
が
あ
る
。
さ
ら
に
、

統
合
し
て
間
も
な
く
、
や
っ
と

環
境
に
慣
れ
た
生
徒
た
ち
に
新

た
な
負
担
を
か
け
る
こ
と
に
な

る
。
新
校
舎
建
設
は
時
期
尚
早

で
あ
り
、
よ
り
慎
重
に
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
い
反
対
。

賛
成　

芦
澤
議
員

　
　

下
山
小
学
校
、
下
山
分
館
の

建
設
時
に
も
安
全
性
の
問
題
で

反
対
が
な
か
っ
た
。
ま
た
、
時

期
尚
早
と
い
う
意
見
だ
が
、
こ

れ
は
合
併
特
例
債
が
36
年
度

に
終
了
す
る
前
に
と
い
う
考
え

方
で
今
の
議
論
が
出
て
い
る
と

思
う
の
で
こ
の
予
算
計
上
に
賛

成
。

質疑・討論本 会 議
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議案に対する賛否 
（賛成：○・反対：×・棄権：△・欠席：欠）

伊
藤
雄
波

伊
藤
達
美

望
月
悟
良

赤
池　

朗　
　
　

上
田
孝
二

田
中
一
泰

野
島
俊
博

河
井　

淳

芦
澤
健
拓

福
與
三
郎

渡
辺
文
子

川
口
福
三

広
島
法
明

柿
島
良
行

●条例の一部改正 ●
議
長
は
採
決
に
参
加
し
な
い

議案第68号
身延町放課後児童健全育成事業の設
備及び運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例について

厚生労働省令の改正に伴う改正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○
●補正予算

議案第72号 平成30年度身延町一般会計補正予
算（第8号）

1億 6722 万 6千円増額（修繕費・委託料ほか）
○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○

●その他

諮問第5号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を
求めることについて（車田：日向啓子氏） 異議なしのため適任と意見を付すことに決定

●追加議案　　平成30年第４回身延町議会定例会追加提出議案

議案第79号
身延町特別職の職員で常勤のもの
の給与及び旅費に関する条例の一
部を改正する条例について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

全員賛成にて可決・採択されたもの
・議案第67号		 	身延町水道の布設工事監督者及び水道技術管理者の資格等の基準を定める条例の一部

を改正する条例について
・議案第69号		 	身延町地域情報通信施設条例及び身延町地域情報通信施設整備基金条例を廃止する条

例について
・議案第70号		 身延町活性化施設及び身延町相又特産品生産施設の指定管理の指定について
・議案第71号		 身延町なかとみ和紙の里特産品加工販売所の指定管理者の指定について
・議案第73号		 平成30年度身延町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）	
・議案第74号		 平成30年度身延町簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）	
・議案第75号		 平成30年度身延町農業集落排水事業等特別会計補正予算（第２号）
・議案第76号		 平成30年度身延町下水道事業特別会計補正予算（第３号）
・議案第77号		 町道路線の認定について	
・請願第2号	 	 身延町各機関における非行政書士行為排除の徹底を求める請願	
○追加議案
・議案第78号		 平成30年度身延町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
・議案第80号		 平成30年度身延町一般会計補正予算（第９号）
・議案第81号		 平成30年度身延町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
・議案第82号		 平成30年度身延町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
・議案第83号		 平成30年度身延町介護保険特別会計補正予算（第３号）
・議案第84号		 平成30年度身延町簡易水道事業特別会計補正予算（第５号）	
・議案第85号		 平成30年度身延町農業集落排水事業等特別会計補正予算（第３号）
・議案第86号		 平成30年度身延町下水道事業特別会計補正予算（第４号）
・議案第87号		 訴えの提起について

平成30年臨時会
  第２回（10月３日）
・議案第65号		 平成30年度身延町一般会計補正予算（第５号）
  第３回（10月30日）
・報告第7号	 	 平成30年度身延町一般会計補正予算（第６号）
・報告第8号	 	 平成30年度身延町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）
・議案第66号		 平成30年度身延町一般会計補正予算（第７号）
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◎定例会　●日　時　平成 30 年 12 月 20 日（木） 
　　　　　●内　容　 ◆職員の給与に関する条例中改正　
　　　　　　　　　　◆一般会計補正予算
　　　　　　　　　　◆特別会計補正予算

●日　時　平成 30 年 11 月 19 日（月） 
●内　容　 姉妹都市である鴨川市の議会

議員の改選があり表敬訪問を
受け、役場本庁舎で対面式を
行った。

　　　　　 翌日は身延山久遠寺等を視察
していただいた。

峡南広域行政組合議会

鴨川市議会表敬訪問

飯富病院議会 報告者　渡辺文子

報告者　田中一泰

報告者　広島法明

◆研修会　●日　時　平成 30 年 12 月 20 日（木） 
　　　　　●内　容　 朝比奈院長を講師に飯富病院の現状と課題についての研修会が開催された。
◎定例会　●日　時　平成 30 年 12 月 26 日（水） 
　　　　　●内　容　 ◆職員の給与に関する条例中改正
　　　　　　　　　　◆病院会計補正予算

○臨時会　●日　時　平成 30 年 10 月 22 日（月） 
　　　　　●内　容　 ◆後期高齢者医療に関する条例の一部改正
　　　　　　　　　　◆29年度決算認定
　　　　　　　　　　◆保健事業等支援基金条例の制定
　　　　　　　　　　◆一般会計補正予算
　　　　　　　　　　◆特別会計補正予算

◎定例会　平成30年10月 24日（水）
　　副議長に　川崎 充朗議員（市川三郷町）が就任
　　　◆ 29 年度決算認定　
　　　◆一般会計補正予算

○臨時会　平成30年12月 26日（水）
　　◆職員給与条例の一部改正
　　◆一般会計補正予算
　　峡南斎場・南部聖苑追善供養

峡南衛生組合議会 報告者　河井　淳

山梨県後期高齢者医療広域連合議会

鴨川市議会議員との対面式
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町長あいさつ

「
生
誕
三
百
年
木
喰
展
」の
入
館
者
数

　
　
　

１
万
７
０
５
４
人
で
、美
術
館
過
去
最
高

●
は
じ
め
に

　

30
年
は
い
く
つ
も
の
台
風
が

日
本
列
島
に
上
陸
し
、
全
国
各

地
で
大
洪
水
や
土
石
流
に
よ
る

災
害
が
発
生
し
、
大
勢
の
方
の

尊
い
命
が
奪
わ
れ
、
改
め
て
、

自
然
の
強
さ
恐
ろ
し
さ
を
実
感

し
た
年
だ
っ
た
。

　

本
町
に
も
台
風
12
号
、21
号
、

24
号
と
立
て
続
け
に
大
型
台
風

が
接
近
し
、
土
砂
崩
落
や
倒

木
、
停
電
な
ど
が
発
生
し
、
町

民
の
皆
様
に
大
変
不
便
を
か
け

た
が
、
幸
い
に
も
大
き
な
災
害

の
発
生
は
無
く
安
堵
し
た
次
第

で
あ
る
。
今
年
度
は
交
通
防
災

課
を
設
置
し
、
防
災
対
策
の
充

実
強
化
を
図
っ
た
が
、
更
な
る

体
制
強
化
の
必
要
性
を
感
じ
て

い
る
。

●
31
年
度
予
算
編
成

　

中
長
期
的
な
視
点
に
立
ち

「
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
」

が
得
ら
れ
る
よ
う
な
施
策
や
立

案
に
取
り
組
む
よ
う
、
ま
た
、

最
終
計
画
年
度
を
迎
え
る
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
に
基
づ
く
事
業
に
つ
い

て
は
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

進
め
、
積
極
的
に
予
算
計
上
す

る
よ
う
指
示
を
出
し
た
。

●
あ
け
ぼ
の
大
豆

　

２
年
目
を
迎
え
た
「
あ
け
ぼ

の
大
豆
拠
点
施
設
」
で
共
選
さ

れ
た
枝
豆
は
、
主
に
、
伊
沼
の

Ｊ
Ａ
ふ
じ
か
わ
中
富
直
売
所
で

販
売
さ
れ
、
午
前
中
に
完
売
に

な
る
な
ど
、
年
々
高
ま
っ
て
い

る
「
あ
け
ぼ
の
大
豆
」
の
人
気

を
感
じ
た
。
ま
た
、
Ｇ
Ｉ
制
度

（
地
理
的
表
示
保
護
制
度
）
へ

の
登
録
に
向
け
て
は
11
月
に
申

請
す
る
こ
と
が
出
来
、
一
年
以

上
の
各
種
審
査
を
受
け
、
登
録

さ
れ
る
見
通
し
で
あ
る
。

●
教
育
委
員
会
の
編
成

　

11
月
19
日
か
ら
の
編
成
は
、

教
育
長
が
鈴
木
高
吉
氏
、
教
育

長
職
務
代
理
者
に
若
狭
千
春

氏
、教
育
委
員
に
佐
野
邦
夫
氏
、

保
坂
新
一
氏
、
今
村
文
子
氏
に

よ
る
教
育
委
員
会
と
な
っ
た
。

●
身
延
中
学
校
の
新
校
舎
等
の

移
転
改
築

　

８
月
10
日
に
「
町
立
学
校
施

設
整
備
計
画
説
明
会
」を
開
催
、

10
月
１
日
に
「
身
延
中
学
校
新

校
舎
等
建
設
候
補
地
に
係
る
地

権
者
説
明
会
」
を
開
催
し
た
。

町
で
は
、
下
山
小
学
校
周
辺
の

町
有
地
を
活
用
し
な
が
ら
、
新

た
に
約
1.6
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
用
地

を
同
校
南
側
へ
の
取
得
を
目
指

し
、
現
在
、
地
権
者
な
ら
び
に

関
係
機
関
と
の
協
議
に
努
め
て

い
る
。

●「
生
誕
三
百
年
木
喰
展
」
の
開

催
報
告

　

10
月
21
日
に
85
日
間
の
会

期
を
終
了
し
た「
木
喰
展
」は
入

館
者
数
１
万
７
０
５
４
人（
う

ち
有
料
入
館
者
１
万
５
２
６
８

人
）で
、な
か
と
み
現
代
工
芸

美
術
館
20
年
の
歴
史
で
過
去
最

高
の
入
館
者
数
と
な
っ
た
。「
夢

の
世
を　

夢
で
暮
ら
す
な　

夢

さ
め
て　

植
え
お
く
種
は　

後

の
世
の
た
め
」こ
れ
は
木
喰
展

の
テ
ー
マ
で
、木
喰
上
人
自
作

の
和
歌
で
あ
る
。本
展
を
通
じ

て
木
喰
上
人
が
植
え
お
い
た
心

の
種
を
よ
り
多
く
の
皆
様
に
届

け
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
わ
れ

る
。出
品
い
た
だ
い
た
皆
様
な

ら
び
に
関
係
各
位
に
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
結
び
に

　

31
年
度
は
、
平
成
か
ら
新
た

な
時
代
が
始
ま
る
年
と
な
る
。

「
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た　

育
っ

て
よ
か
っ
た　

住
ん
で
よ
か
っ

た
身
延
町
」
づ
く
り
に
、
職
員

共
々
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

く
の
で
、
町
民
の
皆
様
や
議
員

の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

望
月
幹
也 

町
長
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★表紙について（P1）
・ゆるキャン△をテーマに『議会
だより』の表紙にしたことは大
変評価できます。新しいことを
取り入れる姿勢がうかがえま
す。このテーマをどういかすか
は今後次第です。

・毎度お馴染みの年中（季節）行事
を載せるより、今回のゆるキャ
ン△のように話題の出来事を掲
載した方が、紙面の活力と変化
が生まれ関心が高まります。今
回の写真はベストです。

★おじゃまします（P20）
・ゆるキャン△のブームを利用し
ての活性化の活動ですが、ブー
ムが去ってからの活動にも期待
しています。

・全国的にも広まりつつあるよう
なので、良い方向へ持っていけ
たらと思います。

★議案に対する賛否（P16）
・非常に大切なことですので、大
事な掲載だと思いますが、いつ
も同じですね。賛否についての
説明があっても、面白いかもし
れません。

★一般質問（P4 ～ 10）
・質問者全員の質問を掲載しない
とならないのかもしれないが、
報告だけになっているように感
じられるのでつまらない。

・障がい者法定雇用率は本町４．５
人以上だが、現在５人雇用して
いる。との事ですが、全員障害者
手帳を確認しているのですか?

・中学校を統合するにあたって今
の身延中学校の補修をされたと
思いますが、これは建替えるま
での６年間延びれば良いと言う
修理ですか？費用対効果の面か
らも考えた方が良いのではない
でしょうか。

★町政全般についての意見、要望等
・下部温泉駅は現在、無人駅となっています。シーズンによっては観光客が大勢利用する場合もあります。それにつ
いては簡易的にでも案内所等を設けて身延町方面にも足を向けて頂くように努力してみたらいかがでしょうか。

・「住みたい町」にするために、長期計画で町の再編成が必要になってくると思います。企画政策課で、集落再編を進め安
心して生活できる環境を整えていくとしていますが、その先に、「居住区」「公共施設区」「商業区」「耕作区」等に区分
された町づくりが計画され、雇用と収益を増やし、住民が活気のある日々を過ごせるよう計って頂きたいと願います。

★農業委員会と議員との懇談会
（P11）

・峡南地域の農業の問題は商業化の不備
にある。売れる作物を作れば投資資金
が出来、害獣駆除の道が開け、捕れた
害獣がジビエとして資源となり、後継
者が確保される。そうした産業として
のサイクルに最初の一歩が「消費」で
終わるのが問題なのかも知れない。

・毎号、各種団体や組織との懇談結果で
意見や要望が掲載されているが、これ
らに対する顛末を後の広報に掲載し
てもらいたい。

★討論（P15）
・内容をより分かりやすくするために、
「認定第１号」「議案第５９号」は何を
どうする提案なのか若干の説明がほ
しいです。中学校建設予算に反対した
のは身延地区の議員。地元から中学校
がなくなって困るから反対するので
しょうか。下部・中富地区の住民はみ
んな泣いてきましたが。

★モニター通信（P19）
・モニター結果表が届くたびにその回答
の多さには驚きです。それをこの１ペ
ージに凝縮することはとても骨の折
れる作業だと思いますし、編集されて
いる関係者の方々には頭が下がる思
いです。しかし、欲を言えばもう少し
掲載文を減らしてはどうかと考えま
す。どの項目もかなり長文ですし、見
る側も辛いです。

★決算報告（P2 ～ 3）
・監査委員の方も問題視している
が、人口の減少をもっと真剣に
考えた方が良いのでは？と思い
ます。少なくとも町外に住所が
ある職員が何人いるのか。理由
はなんなのか。町民が普通に疑
問に思うところを掘り下げても
らいたいです。

★常任委員会レポート
（P12 ～ 14）

・前にも触れさせていただきまし
たが、常任委員会レポートは問
答形式がいいのですか？　すべ
ての問答を記載するのはこれで
もいいと思いますが、一番大き
い問題を記事にして、残りは箇
条書きでもいいのではないでし
ょうか。大きい問題にどう答弁
されたのかをもっと掘り下げて
聞きたいと思います。「これは
いくつですか？」「いくつです」
的な問答はスペース的にもった
いないと思います。

★町長あいさつ（P18）
・木喰さんはこの生誕 300 年を
機にどんどん世界に発信してい
ってほしいと思う。知れば、興味
を持つ人も沢山いると思う。

★組合議会報告・議員研修（P17）
・このページは、記事が太文字
で書かれ、同じような写真が
２枚もあって、異質で無駄だ
と感じました。半ページに収
めてもよい内容です。

・議会広報編集委員会の視察の
中で「玉村町議会のタイトル
や見出しが判りやすい」と掲
載されていますが、全員の視
察団だけの写真だけでなく
「判りやすいタイトルや見出
し」の写真も合わせて載せた
方が町民の皆様にわかりやす
いのではないか。

（議会だより№56の意見・感想等）
議会広報モニターの皆様のご意見・
ご感想等を要約したものです。
貴重なご意見等を参考に、町民の
皆様の「心に伝わる」議会だよりを

目指します。

モニター通信



　この会は、「住みよいふるさと西嶋づくり」をめ
ざして、西嶋地区の環境美化を図るため「愛と奉仕
のボランティア活動」を進めることをねらいに昭
和63年より活動を続けています。
　現在会員は、16人（男性12人、女性4人）の
60歳以上の高齢者の皆さんが会員です。
　活動は、購入した花の苗を春 (4月中旬 ) にマリ
ーゴールド、ベコニア、日々草など約450株、秋
(11月下旬 ) に葉ボタン ( 赤、白 ) 約450株の苗
を歩道の花壇、神社境内のフラワーポットへの植
え付けを行ない、除草、灌水、花壇周辺の清掃美化
の活動をしています。 　花の苗の購入費、会の運営費は、西嶋地域

環境保全事業及び区からの一部助成金で担っ
ています。これからも、花いっぱい推進運動
の輪が「ボランティアと奉仕の心」で次世代
に継承される事を会員一同願っています。

( いつでも、どなたでも入会できます )

議会だより みのぶ № 57 URL:http//www.town.minobu.lg.jp/ FAX 0556-42-2127
〒409-3392 山梨県南巨摩郡身延町切石 350 TEL 0556-42-2111（代表）　◇発行責任者：議長　柿島良行
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会員メンバー

花の植え替え作業

編集後記
　議会だよりのご愛読ありがとうございます。町民の皆様に分かりやすい議会活動をお伝え出来る
よう編集に努めてまいりましたが、紙面の都合により、より詳しくお伝え出来ないのが残念です。
　詳しい内容をお知りになりたい方は、町民との懇談会での説明や、後日になりますが町のホーム
ページで一般質問の様子、また、会議録もご覧になれます。
　これからも皆様に読んでいただける議会だよりの編集をしてまいります。（赤池　朗）
　議会広報編集委員会
　 委 員 長　赤池　朗
　 副委員長　望月悟良　　委員　伊藤雄波　伊藤達美　上田孝二　広島法明


